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	議題
	１.第６次神奈川県保健医療計画改定案における県央二次保健医療圏の不足病床数について
２.座間市病院公募要領について
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	資料の名称
	基準病床数について（Ｈ２５～Ｈ２９）、公募要領修正に係る考え方、（参考）評価検討委員会と選考委員会の違い、公募要領（案）に対する意見書、座間市病院公募要領新旧対照表、座間市病院公募要領（案）、病院事業者決定までのスケジュール（案）
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（会議次第及び

発言要旨等）


	１．開会
【議長】

議事に入る前に、会議の公開・非公開に関して、各委員にお諮りしたい。本日の会議についても、非公開情報が含まれると思うので、前回同様非公開とすることでよろしいか。
【全委員】

　　異議なし

【議長】

　　異議なしということで、本会議は非公開とさせていただく。
２．議事
【議長】

議題（１）「第６次神奈川県保健医療計画改定案における県央二次保健医療圏の不足病床数について」説明を。
【事務局】
神奈川県保健医療計画改定案における県央二次保健医療圏の不足病床数については、２４２床が示されている。算出の根拠としては、国の算定式に基づいて求めた基準病床数が４，８３８床であり、この数字に、救命救急センターのない県央二次保健医療圏に、二次救急病院設置分として、地域医療支援病院の最低病床数２００床と、優先的に医療機能の強化を行う地域分として２１４床を加算し、合計５，２５２床が県央の基準病床数とされたものである。

これに対し、現行では基準病床数が４，７５０床、既存病床数が５，０１０床であり、差し引き２６０床が過剰病床となっている。

したがって、新たな基準病床数５，２５２床から既存病床数５，０１０床を差し引いた２４２床が不足病床数として示されたものである。

【議長】

この議題に対するご意見ご質問は。
【Ａ委員】

不足病床数が２４２床と示されているが、変更される可能性はあるのか。
【事務局】

　　この２４２床は平成２３年３月末時点における県央地区の既存病床数との差し引きで算出されているため、平成２５年度の病床整備では、直近の県央地区の病床数を算出し、その差し引きにより最終的な不足病床数が示されることとなる。
【Ｂ委員】

　　不足病床数はいつ公表されるのか。

【事務局】
　例年だと１１月末まで病床整備に関する事前協議の申し出を受け付けており、不足病床数の公表はその時期となる。今年度も同様であると考えているが、今のところ県の正式な日程公表はない。
【Ｂ委員】

　　他の病院が病床を返上した場合は、不足病床数が増えるということでよいか。

【事務局】
　　そのとおりである。

【Ａ委員】
　　有床診療所が廃業した場合、病床数は増えるのか。
【事務局】

　　確認させていただく。
【Ｃ委員】

　　基準病床数の表で、例えば横浜北部の平成２４年３月末現在の過不足でマイナス２６と示されているが、何を示している数値なのか。
【事務局】

第５次神奈川県保健医療計画で示された横浜北部の基準病床数が８，２６０床であり、表に記載されている平成２４年３月末現在の既存病床数が８，２３４床である。差し引き２６床が不足しているということを示している。
【議長】

他にご意見ご質問がないので、議題（２）「座間市病院公募要領について」説明を。
【事務局】

　　※添付資料「公募要領修正に係る考え方」について説明。

委員の皆様には、事前に公募要領（修正案）を送達し、ご意見を求めたところである。

参考として、評価検討委員会と選考委員会の考え方を添付し、さらに、いただいたご意見に対する座間市の考え方について記載させていただいた。

　　※添付資料「公募要領（案）に対する意見書」について説明。
　これらの考え方に基づき、最終的に作成した公募要領について、本日の協議会で報告させていただく。

新旧対照表に基づき、主たる変更点について説明する。
※添付資料「座間市病院公募要領新旧対照表」について説明。
【議長】

この議題に対するご意見ご質問は。

【Ｄ委員】

　　応募状況は公表するのか。
【事務局】
　応募の期間中は公表できないが、病院事業者決定後に公表する。
【Ｅ委員】

評価検討委員会と選考委員会の違い、メンバー構成について伺いたい。
【事務局】

病院事業者の審査及び選考に係る機関については、附属機関を設置すべきであると考えるが、第６次保健医療計画がスタートしておらず、不足病床が正式に公表されていない現時点での設置はできないことから、６月議会において議決をいただき設置することを目指す。

しかしながら、４月以降に公募を開始し、約２ヶ月半の期間を予定していることから、この間に、評価検討を行うための委員会として「座間市公募に係る病院事業者評価検討委員会」を設置する。評価検討委員会は、基本的に庁内組織として、職員が委員となるものであり、アドバイザーとして弁護士、公認会計士、医療コンサルタント等の学識経験者の皆様に参加いただく予定である。公募を締め切った６月末以降に、病院事業者のプレゼンテーションとヒアリングをこの評価検討委員会の中で行った後に、「座間市誘致病院選考委員会」を設置し、学識経験者の皆様に委員として参加いただく予定である。７月には、選考委員会において、病院事業者の選考を行い、その結果を市長へ答申いただく予定である。

【Ｂ委員】

　　評価検討委員会の設置は議会の承認を必要とするのか。
【事務局】

　　必要としない。
【Ｅ委員】

　　評価検討委員会のアドバイザーは応募事業者のプレゼンテーションに参加することができるのか。

【事務局】

参加可能である。
【Ａ委員】

　　公募条件に診療科目が記載されているが、選定された病院事業者が座間市の希望する診療科目を行うようにしていただきたい。
【Ｄ委員】

　　応募が１事業者のみで、座間市の要望する病院と違った場合には、選考しないというような強い決意で取り組んでいただきたい。
【Ｅ委員】

　　病院開設後、座間市の希望する規模と内容の医療を提供してもらえなかった場合、相手は民間病院なので、医療内容について法的な監査は難しい。
【事務局】

審査・選考の際には応募事業者の事業計画書を精査したうえで、選定した病院事業者の運営機能や医療体制について、覚書及び協定書で担保する。

【Ｃ委員】
　　誘致する病院が開院できなかった場合、２４０床は宙に浮くことになるが、他の病院が確保することはできるのか。
【事務局】
　　他の病院から不足病床数に応募があった場合は、そちらに配分される可能性はある。
【Ｃ委員】

　　同じ県央二次保健医療圏で、病院規模を縮小して座間市へ既存病床を持ってきた場合、受け入れるということでよいか。
　
【事務局】

同一医療圏内であれば可能である。
【議長】

　　本日提示させていただいた公募要領で公募を行うこととなるが、委員の皆様には、改めて挙手で了承をお願いしたい。
　（委員全員挙手）

【議長】
　　了承いただいたので、提示させていただいている公募要領で公募を行う。
議題（３）「病院事業者決定までのスケジュール（案）について」説明を。
【事務局】

　　※添付資料「病院決定までのスケジュール（案）」について説明。

１月の第４回病院誘致協議会でいただいたご意見を踏まえ、誘致する病院機能の整理、公募条件の検討を行い、座間市病院公募要領（案）を、３月上旬に協議会の各委員へ送達させていただいた。

その後、いただいたご意見を整理、検討し、座間市病院公募要領を、本日、第５回病院誘致協議会にて示させていただいた。

今後は、４月１１日（木）から６月２８日（金）まで公募を開始する。期間中、４月１９日（金）に説明会を開催、６月１４日（金）まで照会の受付を行う。
この間に「座間市公募に係る病院事業者評価検討委員会」を設置し、応募病院事業者の提出資料の確認、意見交換、応募病院事業者のプレゼンテーション及びヒアリング等、評価、検討を行う。
その後「座間市誘致病院選考委員会」を設置し、第１回で評価検討委員会の評価に基づき市長より諮問、選考委員による審査、選考を行いたいと考えている。選考結果は市長へ答申し、最終的に市長が病院事業者を選定する。選定した病院事業者について、第６回病院誘致協議会を開催し報告する。
【Ａ委員】

　　病院事業者の選定はいつになるのか。
【事務局】

評価検討委員会の評価検討結果を踏まえて、７月中旬に選考委員会を開催し、８月上旬から中旬に答申を行い、最終的に市長が病院事業者を選定する予定である。
【Ａ委員】
説明会は誰でも参加することができるのか。
【事務局】
基本的には応募していただける医療法人が対象となるが、参加制限はない。
【Ｂ委員】

説明会に参加せずに、照会に応じてもらえるのか。
【事務局】

公募要領の内容説明になるので、内容を把握している病院事業者は参加しない可能性もある。よって、説明会に参加するしないにかかわらず照会は個別に応じる。
【Ａ委員】

説明会に参加していない病院事業者から公募要領の問合せがあった場合について、どのような対応になるのか。
【事務局】

　　説明会と同じ内容で対応する。質問については、照会書が原則であるが、日程等の簡易な事項であればその場で対応する。
【Ｂ委員】
　　プレゼンテーション及びヒアリングの期間や時間配分は決まっているのか。
【事務局】

　　応募の件数と、１法人あたりプレゼンテーション及びヒアリングでどのくらい時間が必要かを検討した上で決定する。
３．その他

【議長】

本日示したスケジュールにより公募を開始する。座間市としての病院事業者が決定した後に、第６回病院誘致協議会を開催し、報告させていただく。
４．閉会

【議長】

本日はこれをもって終了とする。
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